
８

　

12
月
１
日
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
親
子
で

楽
し
む
音
楽
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
工
夫
を
こ
ら
し
た
演
奏

や
歌
に
合
わ
せ
て
、
手
を
た
た
い
た
り
、
体

を
揺
ら
し
た
り
と
生
の
音
楽
に
親
し
ん
で
い

る
様
子
で
、
日
頃
は
忙
し
い
お
父
さ
ん
、
お

母
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。

【
市
民
体
育
課
】

第
45
回

 

市
民
体
育
大
会
成
績
⑦

各
種
目
１
位
か
ら
３
位
ま
で
掲
載

各
種
目
１
位
か
ら
３
位
ま
で
掲
載

【
市
民
体
育
課
】

第
45
回

 

市
民
体
育
大
会
成
績
⑦

（
９
月
29
日
、
10
月
７
日
、
11
月

　

18
日　

市
立
庭
球
場
）

〈
小
学
生
男
女
初
心
者
の
部
〉

　

①
三
村
雅
治
②
山
本
彩
加
③
籔

　

内
優
乃

〈
小
学
生
女
子
の
部
〉

　

①
植
村
柚
菜
・
井
口
美
咲
②
吉

　

田
さ
つ
き
・
上
田
京
佳
③
市
川

　

結
・
中
村
愛
李

〈
中
学
生
団
体
の
部
〉

▽
男
子　

①
北
Ａ
②
南
Ａ
③
南
Ｂ

　

③
南
Ｃ

▽
女
子　

①
北
Ａ
②
西
Ａ
③
西
Ｂ

　

③
北
Ｂ

〈
中
学
生
個
人
の
部
〉

▽
１
年
生
男
子　

①
東
岡
修
人
・

　

内
藤
嘉
也
②
竹
本
哲
也
・
岡
崎

　

将
己
③
平
田
悠
人
・
竹
本
晃
大

　

③
井
上
隆
誠
・
桃
木
翔
大

▽
２
年
生
男
子 

①
樫
本
比
奈
太
・

　

玉
井
風
雅
②
野
口
公
太
・
廣
田

　

修
也
③
曽
我
部
匠
・
若
山
宜
郁

　

③
野
田
恭
佑
・
伊
藤
和
弥

▽
１
年
生
女
子　

①
森
本
彩
音
・

　

和
田
弥
佑
②
大
石
麗
花
・
田
中 

　

海
鈴
③
原
石
明
音
・
木
下
智
惠

　

③
服
部
真
白
・
山
村
ゆ
き
の

▽
２
年
生
女
子　

①
中
川
歩
・
田

　

上
ひ
か
る
②
杭
ひ
な
た
・
池
永

　

楓
③
松
本
愛
理
・
野
本
貴
子
③

　

吉
田
実
夢
・
田
和
里
彩

▽
一
般
男
子
Ａ　

①
西
田
徹
郎
・

　

福
田
晃
大
②
疋
田
智
之
・
藤
岡

　

良
明
③
松
岡
達
王
・
芝
井
康
博

　

③
出
口
和
広
・
河
田
光
成

▽
一
般
女
子
Ａ　

①
三
村
明
子
・

　

三
村
千
佳
子
②
東
口
律
子
・
植

　

村
多
津
子

▽
一
般
男
子
Ｂ　

①
久
世
純
・
佐

　

本
幸
徳
②
宮
尾
司
・
吉
田
昌
公

　

③
永
岡
敬
和
・
中
井
康
之

▽
一
般
女
子
Ｂ　

①
中
村
陽
子
・

　

上
田
友
佳
②
吉
田
美
都
子
・
井

　

口
奈
美
③
市
川
康
子
・
籔
内
範

　

子
▽
成
年
男
子
（
35
歳
以
上
）　

①
吉

　

川
精
二
・
田
中
一
郎
②
梶
村
善

　

正
・
久
冨
潤
一
郎
③
三
村
勤
・

　

畑
山
崇

▽
成
年
女
子
（
30
歳
以
上
）　

①
西

　

浦
惠
子
・
畑
山
都
子
②
馬
迫
美

　

知
枝
・
三
宅
君
子
③
笠
松
恵
子
・

　

安
部
公
子

▽
壮
年
男
子
（
45
歳
以
上
）　

①
上

　

野
利
夫
・
田
中
彰
②
松
尾
政
博
・

　

国
塩
裕
③
小
畠
義
弘
・
畑
中
利

　

夫
▽
壮
年
女
子
（
40
歳
以
上
）　

①
髙

　

野
光
子
・
三
村
よ
し
子
②
松
尾

　

康
江
・
上
志
千
代
恵

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

親子で

　楽しむ音楽会
親子で

　楽しむ音楽会

▲クリスマスソングを披露

　
　
　
生の音楽を体感

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

　
　
　

市
民
活
動
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

　
　
　

市
民
活
動
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
い
ろ
い
ろ
な
定
義
は

　

い
ら
な
い
」
と
語
る
矢
崎
さ
ん

　11月25日、文化センターで「第４回ボランティア・

市民活動フォーラム」が開かれました。　

　これは、ボランティアや市民活動を広く知ってもら

うため、開催されているものです。当日は、18団体の

活動を紹介したパネル展示があり、訪れた人たちは興

味深そうに見ていました。

　フォーラムでは、阪神・淡路大震災の語り部、骨髄

バンクボランティアの矢崎由美子氏を講師に迎え

「『ボランティア』に、する人・受ける人の配役はあ

りません」をテーマに講演。震災で体験した「お互い

助け合い、知恵を出し合い、みんながボランティアと

なった」避難所生活について語られました。

▲一緒に音楽を楽しむ親子たち


